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本論文の目的は，欧州のような主権国家間の通貨統合の「政治経済的な意義」を，主として理論

モデルを用いた分析によって明らかにすることである．このアプローチが意義を持つ背景には，これ

までの通貨統合理論すなわち「最適通貨圏の理論」が経済的側面のみに注目し，結果としてユーロ

の誕生を予測できなかったという事実がある． 

 

最適通貨圏の理論は，「単一の通貨が流通することが最適な範囲はどのようなものか」という

Mundellの問題提起によって幕を開けたが，現実の通貨圏が国家とほぼ一致していた当時の状況下

では，それは「国家は最適通貨圏なのか」という問いと同値であった．これは，通貨統合の可能性を

探っていた欧州諸国に対して，「経済合理性」という視点を与えることとなった．おのずとこの理論を

用いて欧州統合の経済合理性を検討する試みが数多く成されたが，そうした試みの大部分は欧州

通貨統合に「不合格」の判定を下し，共通通貨の実現可能性に強い疑問を呈したのである．しかし，

そうした判定にもかかわらず，1999年にはフランス・ドイツなど欧州11ヶ国の通貨価値は恒久的に固

定され，事実上ユーロが誕生したのである．欧州通貨統合において，最適通貨圏の理論がとらえき

れなかったものは何か．本論文は，最適通貨圏の理論がユーロの予見に失敗した要因を，通貨統

合のこれまで十分に考察されることのなかった側面に求める立場を採用する． 

 

第２章では，最適通貨圏の理論とそれに基づく実証研究を概観し，通貨統合研究の２つの発展可

能性について論じた．すなわち，第１の方向は，通貨統合の「便益」とその発生メカニズムに焦点を

当てるものである．これは，既存研究の大部分が通貨統合の「費用」に関わるものであり，便益に焦



点を当てるものが限定的であったことによる．第２の方向は，通貨統合と政治の関係に焦点を当てる

ものである．最適通貨圏の理論は，通貨統合の意義をあくまで経済的側面から捉えようとする．しか

し，通貨統合は金融政策をめぐる国際政治において「結託」という側面を持つため，政治的力関係の

変化を引き起こす可能性がある．通貨統合を政治的な側面からとらえ直すことは，こうした新たな意

義の解明につながると考えられる． 
 

第３章では，最適通貨圏の理論の第１の方向への拡張を試みた．すなわち，「通貨統合を経済プ

ロセスの中で見る」という視点は踏襲しつつも，対象を費用から便益へとシフトするのである．そこで

は，通貨統合の費用と便益を同時に扱い得る分析モデルを構築し，特に，貿易取引に伴う通貨交

換費用－取引費用－の節約がもたらす便益に焦点を当て，通貨統合の積極的評価の可能性を探

った． 

モデルを用いた分析により，第１に，取引費用の節約による便益の発生メカニズムを明らかにした．

すなわち，取引費用の節約は，財の生産に投入可能な労働量を増やし消費可能性を拡大する．とこ

ろで，労働量の増加は，同時に分業可能性を拡大することで平均生産性を上昇させる．したがって，

取引費用の節約は単なる労働量の増加以上の効果を持つ．加えて，通貨の数が減少することは，

統合に参加しない国の取引費用をも節約するため，この便益は通貨同盟の外にも波及する．第２に，

この便益の大きさに影響を持つパラメータとして，「固定的取引費用」および「生産要素間の代替の

弾力性」を導出した．これらは，新たな「最適通貨圏の基準」となり得るものである．第３に，参加国が

通貨統合から「確実に」純便益を享受できる可能性を示した．すなわち，生産要素間の代替弾力性

が十分に１に近い場合には，取引費用やショックの非対称性の大きさにかかわらず，通貨統合の便

益はその費用を上回ることができるのである．この結果は，通貨統合の便益を考察することが，これま

での欧州通貨統合に対する控えめな評価を大きく変える可能性を示唆するものである．また，このと

き同時に通貨統合は同盟外の国にも純便益をもたらす可能性が高い．したがって通貨統合は正の

公共財的性質を持つため，市場は通貨同盟の大きさを社会的に最適な水準に誘導できない．最適

通貨圏の理論に基づいた研究の多くが「より小さな欧州通貨同盟」を推奨しているのに対し，本章は

むしろ現実の通貨同盟のサイズが過小となってしまう可能性を示している． 

 

第４章から第６章は，最適通貨圏の理論の第2の方向への拡張として，政治と経済とが相互作用

するような状況（政治経済モデル）の中で通貨統合の効果を分析し，その政治経済的な意義を検討

した． 

まず第４章で，欧州通貨統合に政治経済的観点からアプローチする一連の研究を，「政治と経済

の相互作用」および「欧州通貨統合の政治的要因」をどう考えるかという観点から整理した．結果とし

て，政治経済研究が大きく２つの類型に分類することになる．すなわち，（1）通貨統合が合意へと至

る政治過程に注目するものと，通貨統合そのものの政治過程ではなく，（2）通貨統合によって影響を

受ける政策過程全般（たとえば外交政策や貿易政策）に注目するものである．前者は，通貨統合を

めぐる政治的合意形成を可能とした制度的・経済的条件を抽出し，これを「政治的要因」とする．一

方，後者は，通貨統合が様々な政策分野における政策決定過程に及ぼす変化に注目し，そこから

生じる経済厚生の改善・悪化を「政治経済的」便益・費用とする．そして，この政治経済的便益・費用



の大きさを決定するパラメータを明らかにし，通貨統合の政治経済的便益が費用を上回るような条件

を導出する．この条件が「政治的要因」である． 

本論文は後者のアプローチを採用し，便益・費用の観点から通貨統合を分析する．その理由は，

政治プロセスを考慮に入れつつも，あくまで「便益・費用」という観点を採用するならば，「経済的」費

用・便益を扱う最適通貨圏の理論との融合可能性が残されるためである．そして，このアプローチに

基づく仮説として，「通貨統合は金融政策をめぐる国際政治において統合参加国の交渉力を拡大す

る」という仮説に注目する． 

 

続く第５章では，この仮説の背後にあるメカニズムを分析するために，「金融政策の政治経済モデ

ル」を構築した．このモデルは，３ヶ国（アメリカ，フランス，ドイツ）の金融政策の国際的連関を記述す

るマクロ経済モデルと，各国金融当局による金融政策をめぐる交渉を記述する国際政治モデルから

構成される．そして，経済プロセスと政治プロセスとが相互作用する様子を記述する．経済プロセス

の記述には３国マンデル＝フレミング・モデルを，政治プロセスの記述にはナッシュの交渉モデルを

それぞれ用いた． 

通貨統合を行わない場合，３国はそれぞれ単独の交渉主体として金融政策交渉に臨む．一方，フ

ランスとドイツが通貨統合を行う場合，金融政策交渉は2段階の交渉として定式化される．すなわち，

第１の交渉はアメリカとEUとの交渉であり（第１レベルの国家間交渉），第２の交渉はEUとして得た利

得のフランス・ドイツ間の分配を決めるものである（第２レベルの国家間交渉）．このモデルにおいて，

通貨統合はフランスとドイツの結託という側面を持ち，金融政策交渉における対米交渉力の増強とい

う利益を生み出す．一方，フランス・ドイツ間に経済規模の非対称性が存在する場合，同時に同盟

「内」の交渉力の配分が変化するため，たとえ対米交渉で利益を得たとしても，両国が同時にその恩

恵にあずかる保証はない．モデルを実際に動かすことで，通貨統合がフランス・ドイツそしてアメリカ

に与える効果を分析するのが，第６章のシミュレーションである． 

 

第６章では，金融政策の政治経済モデルを実際に動かすことで，通貨統合による交渉力配分の

変化，および各国の経済厚生の変化を見た．また，いくつかのパラメータ値を変えてモデルの解を

再計算し，通貨統合の効果がパラメータからどのような影響を受けるかを調べた．ここでターゲットと

したパラメータは，欧州の域内貿易依存度，フランス・ドイツの開放度，欧州経済のアメリカ経済に対

する相対規模，そしてフランス・ドイツの経済規模の非対称性である．結果として，これまでほとんど

論じられることのなかった通貨統合の政治経済的な意義が明らかになった．すなわち第１に，通貨統

合は，国際間の金融政策交渉において統合参加国の交渉力を拡大し，交渉結果をより有利な方向

に誘導する．その裏として，通貨統合は第三国の交渉力を必ず縮小し，また経済厚生を悪化させる．

第２に，参加国間の規模の非対称性は，統合の成立可能性を著しく損なう．なぜなら，小国と中規模

国とでは「結託」から得られる利益の大きさが異なる．小国は非常に大きな利益を得るが，中規模国

の利益は限定的である．したがって，同盟内交渉においては小国の立場は不利化し，対米交渉から

得られる大きな利益も同盟内交渉で吸い取られてしまう可能性がある．第３に，こうした非対称性によ

るジレンマも，欧州経済の規模が十分に大きいときには克服される．すなわち，統合経済の規模が

大きいときには，統合が「世界の」交渉力配分に与えるインパクトも拡大し，欧州としての利益も拡大



する．したがって，中規模国に吸い取られてもなお十分な利益が小国に残るのである．政治経済モ

デルにおいても，第3章と同じように，大きいサイズの通貨同盟にはある種の合理性があることが確か

められた． 

 

第７章でそれまでの分析結果と議論をまとめ，理論分析の結果から現実の通貨統合にいかなる示

唆を与え得るかを考察した．本研究の結果が，欧州通貨統合の政治経済的観点からの合理化可能

性，そして欧州通貨統合が北米や東アジアの通貨統合を誘発する可能性を示唆することを論じ，今

後の展望とした． 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


